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令和５年度 山形県立楯岡特別支援学校 

校長室だより   

 

令和５年７月１８日（火） 

No.３ 

校長：沓澤 聖 

 気温の高い日が多くなってきました。夏本番です。 

 学校では、熱中症に十分気をつけながら、子供たちが様々な学習に励んでいます。先月は高

等部の現場実習がありました。楯岡校の生徒も大江校の生徒も元気に取組み、充実した２週間

を過ごすことができました。また、楯岡校ではオリンピック金メダルのブルガリア新体操選手

との交流を行い、新鮮な体験・チャレンジを楽しむことができました。 

 このように、様々な学習活動の中で子供たちはたくさんの人と関わって学んでいます。 

学校の先生や友達だけでなく、初めて出会う方との関わりもあります。緊張することもあると

思いますが、いろいろな人と関わることの楽しさをぜひ感じてほしいと願っています。 

 人と関わる楽しさは社会の中で生きる力の源です。一緒に活動を楽しんだり、協力して仕事

をしたり、困ったときに助けてもらったりするときも人と関わった楽しい経験があるからこそ

自分から相手に働き掛けることができます。 

コロナの扱いが変わり、今後ますます人と関わる機会が増えることでしょう。普段の授業は

もちろん、これからの交流学習や校外学習、学校祭や作業製品校外販売会など、様々な場面を

とおして、人と関わる楽しさをたくさん味わってほしいと思っています。 
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